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52. C5 脊髄損傷者の ADL 向上に向けた自助具製作と効果 

～一人暮らしを支える～ 

荒木脳神経外科病院リハビリテーション部１，県立広島大学理学療法学科２ 

【はじめに】 
脊髄損傷は損傷部位・程度によって表出さ

れる障害は様々であり，残存能力（機能）も

様々である。そのため，個々の障害度に合っ

た福祉用具・自助具の使用，環境整備が必要

である。しかし，現在個々の障害度に合った

用具・設備が充実しておらず，普及している

多くの福祉用具も障害度や生活様式に適切で

はない場合が多く，特に多くの頚髄損傷者（以

下，頚損）は満足した生活が送れていない。

そのため，頚損者が一人で生活するのは困難

である。そこで，今回頚損者の一人暮らしが

可能となる自助具の製作・設置，環境整備を

自助具作製グループタコ工房の一員として行

い，生活支援を検討した。 
 
【対象と方法】 
 対象は，本研究の趣旨に同意した C5 頚損

者，50 代後半男性である。ADL 評価として

は，Barthel Index15/100，FIM62/126 であ

る。QOL 評価としては SF-36 を使用し，身

体機能 0/100，日常役割機能（身体）63/100，
体の痛み 56/100，全体的健康感 30/100，活

力 44/100，社会生活機能 50/100，日常役割

機能（精神）100/100，心の健康 50/100 であ

る。両親による全介助での実家生活から一人

での生活を始めた。 
以下に作製した自助具について記す。 

１．ベッド櫓の製作・設置 
今回，ベッド櫓は再製作・設置を行った。

ベッド櫓製作・設置の工夫点は，材料に強度

の強いヤザキ製のイレクターパイプを使用し，

組み立て可能にするために一つ一つの部品を

接着剤で接合しなかった。 
２．パソコン台の改良 

ノートパソコンが使用できる川端鉄工所製

のパソコン台を提供した。パソコン台使用に

より，上半身の起居と頚部屈曲が必要であり

頚部に疼痛が生じたため，身体への負担を軽

減し，長時間パソコンの使用が可能となるよ

うに，パソコン台に対象者のリーチ動作が可

能な範囲であるパソコン台の下部に身体の支

持可能な固定装置の設置を行った。 
３．給水用具入れの製作・設置 

脊損者は，積極的な水分補給が必要である
１）。そのため，随時水分補給が行えるような

給水用具の製作・設置を行った。給水用具の

製作は，市販の給水用具のチューブに 1.5L
のペットボトルを取り付けたものを提供した。

設置位置は，製作したベッド櫓を利用して，

頭上に設置することとした。設置は布製の固

定装置を製作し，防水を図るためビニール製

の布を使用した。水分残量の把握を図るため，

布の下部にメッシュ素材を使用した。また，

取り外しの容易を図るため，チャックを取り

付けた。 
４．尿パック入れの製作・設置 

膀胱路造設手術を受けたことにより，常時

尿パックの使用が必要となり，尿パックを見

えないようにするために尿パック入れの製

作・設置を行った。尿パックの内側に固定ベ

ルトを取り付け，尿パックがよれない工夫を
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